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Abstract 

We examined the fecal contents of the raccoon dog， Nyctereutes procyonoides Gray， collected in three evergreen 

broad-Ieaved forests of Takakuma University Forest of Kagoshima University， Tarumizu， and an evergreen broad同leaved

forest at Shiroyama， Kagoshima， from May to December 2001. Feces contained seeds， sarcocarp， plant fragments， in-

sects and other arthropods， shells of molluscs， animal bones， and others. In summer， insects occupied the majority of the 

fecal contents， while， in autumn and early winter， seeds and sarco伺 rpbecame dominant. Species composition of the in-

sects and trees extracted from the feces varied among the forests and seasons. The feces collected at Shiroyama， sur-

rounded by the urban district of Kagoshima， contained seeds of prune and Japanese apricot and fragments of vinyl， 

aluminum sheet， and cloth. These results suggest that raccoon dogs have a flexible food habits and can change their 

food items in陪 sponseto food composition in their habitats. We discussed how to conserve raccoon dog populations 

urban forests where the interference between raccoon dogs and human activity has been increasing. 
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1.はじめに

食肉目イヌ科の暗乳類であるタヌキ(的Icter，倒的

procyonoides Gray)は，中国南部から朝鮮半島，アムール

川流域，日本と東南アジアに生息しており，日本では，北

海道にエゾタヌキ (N.procyonoides albus Beard) ，本州・

四国・九州にホンドタヌキ (N.procyonoides viverrinus 

Temm順位) (以下単にタヌキ)の 2亜種に区分されている

(今泉 1960)。本来タヌキは，山地の森林や村落付近の山

林を主な生息場所としてきたが，近年，人間の活動が山間

地域に及んできたことにより，これら本来の生息場所は減

少しつつある。しかし，タヌキは幅広い食性と環境に対す

る適応性を持つことも知られている。都市の排水溝をコリ

ドーとして利用し，人家に出没したり，住み着いたり，家

庭から排出されるごみをあさったり，農作物を荒らしたり

するために人間の居住地域に出没する機会が増加し，人に

よる目撃件数も増加している(川村・大西 2000)。さらに，

都市近郊林や里山では，飼い犬との接触によるとみられる
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i:iF癖病に感染した個体が観察されている(曽根未発表ほ

か)。

野生動物と人間との接触機会が増加する中，今後どのよ

うに野生動物の保護・管理するか考える上で，このような

生活環境の変化がタヌキの個体群にどのような影響を及ぼ

すか明らかにする必要がある。タヌキは雑食性であるため，

生息環境の変化が食性に影響することが予想される。そこ

で，都市周辺の里山と人為の影響を受けることが比較的少

ない山間部に生息するタヌキの食性を調査し生息環境の

差が採食に及ぼす影響について検討した。

2.調査地の概要

調査は，鹿児島市の中心部に位置する城山と，鹿児島県

垂水市に位置する鹿児島大学農学部附属高隈演習林第4林

班，第 7林班，第12林班で行った。鳥獣保護区に指定され

ている国指定の天然記念物である城山(約2.3ha)は，鹿

児島市の繁華街に近く，周囲を国道や住宅地に固まれた都

市近郊林である。林冠はクスノキの老齢木やタブノキが優

占しており，林床にはメダケ・サンコ守ジ、ユが繁茂している。

高隈演習林第4林班の調査林分は，マテバシイの優占す

る70年生以上の常緑広葉樹林で，スギ，ヒノキの人工林と

一部隣接しているO 常緑広葉樹林のマテパシイ以外の優占

種は，タブ，イタジイ，シロダモ，アカガシなどで，下層

植生の発達は悪い(曽根ら 1995)。第7林班で調査を実施

した林分は 4林斑と同様，マテパシイの優占する壮齢の

常緑広葉樹林であるが，第4林班に比べ，下層にフユイチ

ゴ，ナガバナモミジイチゴなどのキイチゴ類が多く見られ

る。また，タブ，シロダモ，ヤブニッケイなどの割合も多

い。第12林班で調査した林分は，アカガシが優占している

常緑広葉樹林で，シロダモ，イヌガヤも繁茂している。

3副調査方法

糞内容物を分析することで，採餌項目を推定した。 2001

年5月に調査地内を調査し タヌキが利用していると思わ

れるけもの道を探索した。タヌキはため糞場と呼ばれる共

同トイレを持ち，他個体との情報交換の手段として，同じ

場所に複数の個体が糞をすると言われている(山本 1984)。

そこで，新しい糞を採取する目的で，調査林内のけもの道

に沿った場所に，平川動物園で飼育されているタヌキの糞

を置いた。このような人工的ため糞場を城山に20~30m間

隔で15ヶ所，演習林第4林班に約100m間隔で，2ヶ所 7

林班に30~50m間隔で 5 ヶ所 12林班に100~200m間隔で、

3ヶ所設置した。

野外での糞の採集は， 2001年 5 月 ~12月にかけて月 1 回，

5日間逸続して行った。各調査期間中は毎朝ため糞場をチェッ

クし，新しい糞を回収した後，動物園で採集した新しい糞

を設置した。また，今回設定した人工的なため糞場以外に

天然のため糞場を発見した場合は，そこに排池された新し

い糞を全て採集した。

採取された糞は研究室に持ち帰り 2mmと0.5mmのメッ

シュのふるいを用いて水洗いした。残留物を肉眼または実

体顕微鏡で種子，果肉，植物体(木の根や果実の柄)，動

物の骨，動物の羽毛，昆虫類，昆虫以外の節足動物(ムカ

デ，ヤスデ，カニ)および軟体動物(カタツムリ，巻貝な

ど)，人工物(アルミホイル，布，ビ、ニール，プラスチッ

クなど)，その他(不明なもの)に分類したO また，種名，

属名，科などが判明したものについては，それぞれの名前

を記録したO 各残留物がそれぞれの糞に占める割合を以下

の3段階に分けて記録した。

+各残留物がその糞からでたすべての残留物の10%

未満。

++各残留物がその糞からでたすべての残留物の10%

以上50%未満。

+++ :各残留物がその糞からでたすべての残留物の50%

以上。

4.結果

今回，第4林班においては新鮮な糞を 8月， 10月に 2ケ

所で計5回，第7林班においては 5月 6月 7月， 10月

に1ケ所で計6回，第12林班では11月， 12月に3ケ所で計

3回，城山で11月に 1ヶ所で1回採取することができた。

異なる季節で糞が採取できた第4林班と第7林斑で，糞

内容物の季節による差を検討ーした。第4林班では 8月に

採取された糞の内容物の多くを見虫が占めていたのに対し，

10月に採取された糞では，種子や果肉が多かった。一方，

第7林班では 5月には昆虫や甲殻類，小型晴乳類などの

動物が多くを占めていたが 6，7月は種子・果肉と動物

の占める割合が高くなり， 10月はほとんどを種子・果肉が

占めていた(表一1)。

種レベルで同定できた糞中の植物の種子は，第4林班の

8月の糞ではナガパナモミジイチゴ、(Rubuspalmatus)， 10月

の糞ではヤマボウシ (Cornuskousa) とクロキ (Symplocos

luada)， 7林班の 6，7月の糞ではナガパノモミジイチゴ

とタブノキ (Machilusthunbergii)， 10月の糞ではクロキ，

ムベ (Stauntoniahexaphylla)，イヌガシ (Neolitseaaaculata)， 

ヤマモモ(助lYicarubra)であった(表-2) 0 また，種か

ら目レベルで同定できた動物は，第4林班の8月の糞では



班の 6，7月ではゴミムシ科 (Chlaenivssp.)やオオゴミ

(Lesticus magnus)，ヒメオサムシ，センチコガネ

(Geo伽 rpeslaevistriatus)，オオセンチコガネ(G印刷rpes

auratus) ，エンマコガネ，ヒメコガネの仲間 (Anomalasp.) 

の成虫，コメツキムシの幼虫 (Elateridaesp. ) ，そして秋

の糞ではガの幼虫であった(表-3)。
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表-3 各調査地で採取された糞に含まれていた節足動物

分類群

(種，属，科，目など)

鹿児島大学高隈演習林(垂水市)

第4林班 第7林班 第12林斑

8月 10月 6月 7月・ 8月 10月 11月・ 12月

O オオゴミムシ

ゴミムシ

上記以外のゴミムシ類

ゴミムシダマシ類

ヒメオサムシ

上記以外のオサムシ類

オオセンチコガネ

センチコガネ

エンマコガネ類

ヒメコガネ類

クワガタ類

コメツキムシ科の幼虫

クチキムシの幼虫

上記以外の甲虫類の幼虫

カマドウマ

ゴキブリ

ガの幼虫

セミの仲間

キンカメムシの仲間

ヤスデの仲間

ムカデの仲間

O 

0

0

 

0

0

 

O 

O 

O 
O 
O 

O 

O O 

次に，高隈演習林の第4林班と第7林班聞で6，7， 8 

月の糞内容物を，高隈演習林の第4，7， 12林班と鹿児島

市城山での10月の糞内容物を比較し，それぞれの季節にお

けるタヌキの採餌項目の地域間差を検討した。第4林班と

第7林班の 6，7， 8月の糞内容物は，動物が高い割合を

占め，果実(種子)も次いで高い割合を占めていた。しか

し，第4林斑に比べ，第7林班で、は果実占める割合が高かっ

た(表-1)。両林分で，植物ではナガパノモミジイチゴ

が，見虫ではヒメオサムシが食べられていたが，他の採餌

項目は異なっていた(表-2， 3)。

10月の糞内容物は，いずれの調査地でも果実(種子)が

大部分を占めた。昆虫，晴乳類，甲殻類等の動物の頻度は，

4つの調査地のなかでは城山で最も高かったが，全ての調

査地で果実(種子)ほどは高くなかった(表ー1)。見虫

では，全ての調査地で糞中に出現したものはみられなかっ

た(表-3)。植物の種子では，クロキが全ての調査地で，

ムベが7，12林班と城山で，ヤマボウシが4，12林班で出

現したが 7林班のヤマモモとイチイガシの2種， 12林班

のイチョウ，エゴノキ，マタタピ， sp.2 -4の6種，城

山のカキ，ウメ，ホルトノキ，プラム，センダンなどの15

種は，そこでしか出現しなかった。採食された果実の種の

重複は，高隈演習林の3調査地問より，高隈演習林の3調

査地と城山の聞で、少なかった(表-2)。また，アルミホ

O 

O 

0
0
0
0
 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 
O 

イルや布，ビニールなどの人工物は，城山の糞だけに出現

した(表一1)。

5.考察

今回の調査結果から，雑食性のタヌキは，どの時期も多

くの種類の植物性と動物性の餌を採食しているが，夏から

秋にかけて，昆虫を中心とした動物食から果実を中心とし

た植物食へと食性を変化させる傾向が認められた。同様の

結果は，各地での食性の調査でも報告されている(Ikeda

et al. 1979， Sω北i阻 dKawabata 1994， Y阻喝moぬ 1994いず

れもHirasawaet al. 2006より引用， Hirasawa et al. 2006)。

常緑広葉樹林に生育する多くの樹木は，秋に結実し，果実

を地上に落下させる (Nomaand Yumoω1997)。したがっ

て，秋から初冬にかけての一時期，地上には多くの果実が

存在する可能性が高い。このことが，秋から初冬にかけて

タヌキの採餌項目が果実に偏った原因の一つであろうと考

えられる。

しかしながら，タヌキが主として採食している餌の種類

は，調査地問で異なった。これは，両調査地問での餌の構

成の差を反映しているのではないかと推察される。木本の

果実で見ると，高隈演習林では，初夏にナガパノモミジイ

チゴが，秋にはヤマボウシなどの果実が結実し，これらの
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時期に種子が多量に糞から回収された。このことから，タ

ヌキは彼らが生息する地域内に現存する餌の構成の変化に

応じて，採餌項目をうまく変化させていることがわかる。

そして，一時的に大量に存在する餌にすばやく反応する能

力を持っていると考えられる。このようなタヌキの食性の

高い可塑性は，池田(1978) も九州の高島での調査で確認

している。

今回，特に著しい採餌項目の差は，高隈演習林内の3調

査地と城山の問で見られた。城山では，高隈演習林で見ら

れなかったウメ，カキ，サクラ，プラム，サンゴジ、ユなど

の種子が糞内に見られ，タヌキがこれらの果実を摂食して

いることが確認できた。 Hirasawaet al. (2006) は，東京

都日之出町の里山に生息するタヌキが，植栽されたイチョ

ウやカキを秋に多く採食していることを報告している。城

山に生息するタヌキが，城山に近隣する民家の庭木，もし

くは城山周辺の団地から出される生ゴミ，観光客のすてた

ゴミや城山に多く点在するお地蔵様へのお供え物を採食し

た結果かもしれない。さらに，城山の糞には， Hirasawa et 

al. (2006) の報告と同様，ビニールやアルミホイルなど

多くの人工物が出てきた。城山ではかなりのゴミが林床に

落ちており，その中にはタヌキによるものと恩われる食品

容器への噛み跡が見られたものもあった。これらの結果は，

城山のタヌキの採餌が人間の生活の影響を大いに受けてい

ることを示していると思われる。

このように，これまでの日本各地での報告と同じく，今

回の調査でもタヌキは採餌項目が多岐にわたり，生息環境

の変化に対し，食性の面では柔軟に対応することができる

ことが明らかになった。このことは，都市近郊林や里山に

生息するタヌキは，我々の家庭から排出される生ゴミ，残

飯等に依存して生活することができること，それにともな

いタヌキが人間の居住地に立ち入る機会が増える可能性を

示唆している。川村・大西 (2000)は，中山間地域におい

て，住民は野生動物との出会いが増えており，最も多くの

人が出会ったことのある動物はタヌキで，出会った場所は

集落の広範囲に及び，しかも人の往来の激しいところで見

られていることを報告している。そして，交通事故やゴミ

の誤飲のほかに，飼い犬との接触により発病した野癖病に

感染したタヌキが星山や都市近郊林で目撃されたり，撮影

されたりしている(曽根未発表)。静癖病がタヌキに感染

すると，急速に感染が拡大し，隔離された地域個体群が絶

滅する危険がある O タヌキの個体群を保全するためには，

タヌキの本来の生息環境の確保は当然で、あるが，人間との

接触の機会をできるだけ少なくすることも求められる。人

家の庭に現れたタヌキに給餌している様子が，ほほえまし

いニュースとして報道されることがあるが，それは決して

タヌキの個体群にとって好ましいことではなく，家庭から

出される残飯等の生ゴミや収穫しなかった畑作物の徹底管

理により，これらの餌に対する依存度を下げることが求め

られていると思われる。
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摘要

2001年5月から12月にかけて，鹿児島大学農学部附属高隈演習林(鹿児島県垂水市)の3林分と鹿児島市城山において，

ホンドタヌキの新しい糞を採取し，その内容物を調査した。タヌキの糞には，植物の種子，果肉，組織，昆虫類，その他の

節足動物，軟体動物，ほ乳類や鳥類の骨などが含まれていた。このうち，夏は昆虫を中心とした動物が多く含まれ，秋から

初冬にかけて植物の種子や果肉の割合が増加した。糞に含まれる昆虫や種子の種類は林分間で異なり，市街地と接している

城山では，人間の生活に関連していると考えられるプラムやウメの種子の他に，ビニールやアルミホイル，布なども回収さ

れた。これらの結果から，タヌキはその生息環境に応じて，その食性を変化させる能力を持っていると考えられた。人間と

の接触機会が増加しているタヌキの個体群の保全について考察した。


